
お子さまの急な病気やけがにそなえ「小児救急ガイドブック」をご利用ください。発熱やけ
がなど症状にあった対応をしていただき、すぐに受診が必要なのかを判断する目安にして
ください。

★市内各保健センター ★船橋駅前総合窓口センター ★市内各子育て支援センター等
で配布しているほか、船橋市ホームページで「小児救急ガイドブック」と検索しても内容がご
覧になれます。

救急医療を継続して提供するためには皆さんの協力が必要です！
皆さんが安心して暮らせるのは、もしもの時に命を守ってくれる救急医療があるからです。本当に救急医療を必要として
いる方に救急医療を提供できるよう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

あなたの勇気ある行動で助かる命があります
～ひとつでも多くの命を救うために私たちにできること～

呼び掛けても反応がない人を見つ
けたら・・・
①119番通報をしましょう
②AEDの手配をお願いしましょう

※周囲の人に助けを求め、手分け
して救命にあたりましょう

呼吸がなければ、
胸骨圧迫を開始しましょう

AEDが到着したら、
音声ガイドに従いAEDを使用します。
救急隊に引き継ぐまで、
救命措置を続けましょう

船橋市内の公共施設、コンビニエンスストア、私立の認可保育園・幼稚園・認定こども園には
AEDが設置されています。いざ、というときには、付近の施設等でAEDを借りましょう！！

AED設置施設の詳細は、「船橋市AEDマップ」からご覧ください。
【市ホームページから検索】 【スマートフォン・タブレットから見る】
「船橋市AEDマップ」を入力し、 右の２次元バーコードを読み取り
検索してください。 ください。

「かかりつけ医」を持ちましょう

「かかりつけ医」とは、健康に関することは何でも相談でき、必要な時は専門医療機関を紹介してくれる、身近にいて頼り
になる医師です。
地域の診療所の中で「かかりつけ医」を決めておきましょう。

できるだけ「通常の診療時間内」に受診しましょう

通常の診療時間であれば、時間外と比べて診療体制も整っており、検査や投薬などもスムーズに受けることができます。
やむを得ない場合を除き、できるだけ通常の診療時間内に受診しましょう。

救急車の適正利用にご協力ください

病気、けがの症状が軽い方で、緊急性がなく自分で病院に行ける場合や定期的な通院などの場合は、救急車を要請す
ることは控え、一般の交通機関を利用しましょう（ただし、救急車以外に医療機関に行く方法がなく、すぐに医療機関に行
かなければならない時は、迷わず救急車を要請してください）。


